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きりん組だより 

あけましておめでとうございます。とり年のはじまりは、きりん組の子ども達の元気な挨拶と共に、

スタートしました。休み中の楽しかった話をキラキラした目で楽しそうに話してくれました。保育園

生活も残りも三か月となりましたが、体調管理に気を配りながら、一日一日を大切にし、楽しい思い

出作りをしていきたいと思っています。 

元気に過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

  今、ドッチボールが大好きです。朝や夕方の 

時間に園庭に出ると「ドッチボールをやろう」と誘っ 

てきます。ラインカーでコートを描く担任の後を 

付いて来る子どもたちの姿がとても微笑ましいです。 

チーム決めも異年齢グループから小学校対抗に変わり、友

だちとルールの確認を行いながらゲームを進めていま

す。先日は、天王町保育園と練習試合を行いました。当

てられて、悔しがったり、当てて喜んだりと、色々な表

情や感情を見せていました。 

         ２月６日に開催されるドッチ交流に

向けて練習をしていきたいで      

す。 

                

                

            ボール交流 

最近のきりん組 

 

 

 

 

        幼保小交流 

１２月は、きりん組に帷子小学校の１年生 14

名が来てくれました。きりん組は「ビリーブ」 

「勇気 100%」を披露し、小学生から「世界

中のこどもたちが」の手話と「おむすびころ

りん」の音読を聞かせてもらいました。手話

は、ライオングループがお楽しみ会で発表し

た手話ソングより難しく真剣な眼差しで見て

いました。 

小学生と交流する事で、１年生に憧れを持ち、

益々、１年生になる期待感を持ったような気

がします。 

 

 

♪今月のうた♪ 

  ・もちつき 

  ・北風小僧の寒太郎 

  ・友だちはいいもんだ 

  ・やさいのうた（てあそび） 

・１２月の幼児集会では、「ジングルベル」の

合奏発表をしました。音階で唄えるようにな

ってから楽器練習を始めました。ぺんぎんさ

んから「きりんさんじょうず」と言われ、達

成感を味わうことができました。 

 

   

 

 

食育より 

 

 

 

    １２月は、初めてピーラーを使って 

  じゃがいもの皮をむきました。初めて持

つ子ども達も多かったですが、栄養士に半

分に切ったじゃがいもを１個づつ目の前

に置いてもらってやる気満々です。上から

下に動かすより、左から右に動かす方がす

ーっと切れる事も経験出来ました。他にも

クリスマスケーキのイチゴと生クリーム

のトッピングを行い、楽しかったようで保

育園で初めてケーキを食べて 

   感激していました。 


